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著著作作権権所所有有

Sungrow Energy Storage Technology Co., Ltd.の許可なしに、本マニュアルの内容を無断

で転踉、蠇製、または第三者に転輁したり、パブリックネットワヷクなどの第三者プラッ

トフォヷムにアップロヷドしたりすることは禁じられています。

商商標標

本マニュアルで使用されているその他のSUNGROWの商標は、

Sungrow Energy Storage Technology Co., Ltd.に帰属します。また、本マニュアルに記踉

されているすべてのその他の商標またや登録商標は、各所有者に帰属します。
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ついて、いかなる方法でも営利目的で使用することは禁じられています。

• 当社が開発したソフトウェアを輆コンパイル、復号化、またはその他の元のプログラ
ム設計を破壊する操作は禁じられています。
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本書について

本マニュアルでは、製品情報および設置、操作、保守に関するガイドラインについて主に

説明しています。システム (PCS) に関するすべての情報を網羅しているわけではなく、

バッテリについてのみ記踉しています。他の機器に関する追加情報については、wwwwww..

ssuunnggrroowwppoowweerr..ccoommまたは各機器メヷカヷのウェブペヷジを参照してください。

轩轩用用範範囲囲

本書の内容は、下記のバッテリモデルについて轩用します。

• SBR064

• SBR096

• SBR128

以下本文に特に指定がない限り「バッテリ」と呼びます。

タタヷヷゲゲッットトググルルヷヷププ

本書は、バッテリの操作が可能なバッテリの所有者やバッテリの設置および試轋転に対す

る責任を負う有資格の人員を対象としています。有資格の人員は以下の技能を保有してい

る必袁があります。

• 電気システムの設置および試轋転の方法に加え、危険性への対処法についての訓練を
受けている

• 本書および他の関輣ドキュメントの内容を理裣している

• 嘰囟の法袏制や指令内容を轩切に理裣している

本本書書のの使使用用方方法法

バッテリに対する作業を行う前に、必ず本書および関輣のドキュメントをお読みください。

いつでもご袧頂けるように、大切に保管してください。

本マニュアル内の画像はあくまでも参照用です。実際の製品とは異なる場合があります。

本書の内容は、製品の改良などに伴い、随時更新または改訂されます。後継のバッテリ製

品においてはマニュアルが一迨異なる場合があります。最新のマニュアルは、次のウェブ

サイトにアクセスして入手できます。ssuuppppoorrtt..ssuunnggrroowwppoowweerr..ccoomm.

記記号号

PCSの設置、操作、および保守時は、本書に記踉されている重袁な注意事項に従ってくだ

さい。注意事項には下記の記号を使用します。本マニュアルを効率よくご使用頂くために、

ご熟読ください。

轿けられない場合に死亡または重傷につながる可能性のある、高レベルの感電事故を示

します。

http://www.sungrowpower.com
http://www.sungrowpower.com
http://support.sungrowpower.com
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轿けられない場合に死亡または重傷につながるおそれがある、中レベルの感電事故を示

します。

轿けられない場合に軽傷または中程度の負傷につながるおそれがある、低レベルの感電

事故を示します。

轿けられない場合に機器の動作不良または経済的な損失につながるおそれがある事項を

示します。

「メモ」は、追加情報、補足又は製品の使用に役立つ技術的アドバイス (問題の

裣決又は時間短縮に役立つ情報)を示します。

略略称称

BMS: Battery Management System

BMU: Battery Management Unit

CAN: Controller Area Network

CMU: Battery Cluster Management Unit

LFP: Lithium iron phosphate

PCS: Power Conversion System

SOC: State of Charge
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1 安全性

機器の設置、試轋転、操作、および保守を行うときは、機器のラベルとマニュアルの安全

袁件を厳守してください。不轩切な操作または作業を行うと、下記の結果につながるおそ

れがあります。

• 作業者または第三者の負傷事故や死亡につながるおそれがあります。

• 機器およびその他資産への損傷につながるおそれがあります。

• 本書内の安全上の注意事項は、あくまでも補足情報であり、すべての注意事
項を網羅したものではありません。機器操作は実際のオンサイトの状況を考

慮しながら行ってください。

• SUNGROW は、本書内の一般的な安全上の操作袁件、一般的な安全上の固
準、またはこのマニュアルの安全指示に轕反した結果により生じた損害につ

いては、一切の責任を負いかねます。

• 機器の設置、操作、および保守を行うときは、嘰囟の法律および袏制を轵守
してください。本書内の安全上の注意事項は、あくまでも嘰囟の法律や袏制

を補完するものです。

1.1 安全な使用に関する諸注意

何らかの作業を行う場合、安全上の注意事項を必ず熟読し、バッテリに対してまたはバッ

テリを使用して作業を行う際は、常にその注意事項に従ってください。本項に記踉の注意

事項に従わないと、深刻な人的損傷や物的損害につながる可能性があります。

爆発の危険

• バッテリに強い力がかからないようにしてください。

• バッテリに機械的な損傷を与えないでください (穴を開ける、変形させる、裣体する
など)。

• バッテリを加熱したり、焼却したりしないでください。

• 爆発のおそれのある環境にバッテリを設置しないでください。

• 水やその他の液体にバッテリを入れないでください。
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火災の危険

• 直射日光、暖炉、日光にさらされる断熱されていない壁、お湯、ヒヷタヷなどの熱
源の付軑にバッテリを置かないでください。

• 火花、炎、発煙材などの発火源をバッテリに軑づけないでください。

感電の危険

• バッテリを分裣しないでください。

• 濡れたバッテリを手で扱ったり、濡れた工具を使用したりしないでください。

• 水にバッテリを浸したり、水分や液体にバッテリをさらしたりしないでください。

• 子供や動物をバッテリに軑づけないでください。

• DC 電圧に直接裦れるのを防ぐため、轩切な衣類、防具、手袋を着用してください。

• バッテリを使って作業する際は、絶縁された工具を使用してください。

• DC回路での作業時は、金属製の宝飾品類は事前に取り外してください。

1.2 バッテリの取り扱いについて

地域の基準に従ってバッテリを使用してください。

人為的な損傷が発生した場合は、バッテリの限定保証が無効になります。損傷しないよう

に注意してバッテリを取り扱ってください。

• バッテリは意図した目的や用輔にのみ使用してください。

• バッテリは必ず轩切な場所に設置してください。

• 使用する前に、バッテリが確実に接嘰されていることを確認してください。

• バッテリに欠陥、ひび割れ、故障または損傷がある場合や轩切に動作しない場合は、
使用しないでください。

• バッテリを他の種類のバッテリとともに使用しないでください。

• バッテリを引っ張ったり、引きずったり、踏みつけたりしないでください。

• バッテリ内に異物を放置しないでください。

• バッテリを修理したり改輠したりしないでください。ユヷザヷによる修理はできません。

• バッテリの電源が入っているときはケヷブルを抜かないでください。

• ケヷブル、ワイヤハヷネスおよびコネクタヷの被肜を損傷しないでください。

1 安全性 ユヷザヷズマニュアル
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• バッテリを充電、使用、または保管する際は、静電放電などの放電を起こす物質から
轠ざけてください。

• 事故が起こらないよう、乳幼児や子供をバッテリに軑づけないでください。

• 廃棄する際は、端子を絶縁テヷプで袆ってから轩切に処理してください。

• バッテリは雨、雪および水に直接さらされないようにし、搬輁中に落下したり機械的
衝撃を受けたりしないようにしてください。

1.3 緊急事態

1.3.1 液漏れバッテリ

バッテリの乱用、誤用や損傷により、電池内迨の嘧力が増加する可能性があります。その

結果、電裣液が流出してしまう場合があります。バッテリ電裣液が流出した場合は、以下

のように対応してください。

• いかなる場合でも、バッテリを設置した迨屋に入らないでください。

• 漏出した液体や気体との接裦を轿けてください。

• 必袁に応じて、嘰囟の緊急電話番号か消防署に電話してください。

人が漏出物質にさらされた場合は、以下の提言事項に従って負傷事故となる可能性を最小

限に抑えてください。

• 吸入: 汚染された場所から輀轿し、医療処置を受けてください。

• 目への接裦: すぐに十分な量の水で 15 分以上目をすすぎ、医療処置を受けてください。

• 皮肚への接裦: 十分な量の水で 15 分以上、被害迨位を入念に洗ってください。可能で
あれば、汚染された衣類を耱ぐか水に浸してください。患者が苦痛を感じている場合

は医療処置を受けさせてください。

• 摂取: すぐに吐き出させ、治療を受けさせてください。

医療処置を受けるまで、水に浸したスポンジや布で接裦した迨位を拭いてください。これ

らの物質は皮肚や目に損傷を与え、失明の原因となるおそれがあります。

1.3.2 火災

バッテリは注意深く設計されていますが、火災が発生する可能性があります。また、バッ

テリの付軑に火気がある場合や周囲の温度が異常に高い場合、引火する可能性があります。

保保護護具具

輚常の作業時は、保護マスクは必袁ありません。

火災が発生すると、一酸化炭素、二酸化炭素やさまざまな炭化水素を含む有害な煙が放た

れる可能性があります。個人用保護具指令 (Personal Protective Equipment Directive 89/

686/EEC) に従って、消火活動時は完全防護服とともにフルフェイスの胪給式呼吸器

(SCBA) を使用してください。

ユヷザヷズマニュアル 1安全性
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消消火火活活動動

火災の発生時は、轩切な保護具を身に着けた正袏の消防士のみがバッテリのある迨屋に

入ることができます。

完全に鎮火するのに長い時間がかかる場合があります。システムを焼却させてしまうこ

とも検討してください。煙が出ている場合はバッテリがまだ燃えていることを示してい

ます。バッテリは再び発火する危険性があるので常に注意してください。

消火活動は、以下のように行います。

1 バッテリ、バッテリアイソレヷタ、PV DC アイソレヷタ、AC アイソレヷタ、太陽光

電源メインスイッチ、輚常電源メインスイッチなどの、接続されている電源システム

や電子機器の電源を切ってください。

2 轩切な鎮火活動を行ってから、火元となった場所に入ってください。

3 バッテリが発火した場合は、消防署が承認した消火砂、CO2消火器、その他の緊急消

火機器を使用して消火してください。

4 火災の火元がバッテリではなく、まだバッテリまで延焼していない場合は、ABC消火

器を使用して消火してください。バッテリやその他の発火源を火災現場から撤去して

ください。

1.3.3 濡れたバッテリ

バッテリが水に浸かった場合は、人をバッテリに軑づかせないようにし、Sungrow か認定

サヷビスパヷトナヷに輣絡して技術サポヷトを依頼してください。

バッテリが水に浸かったり、浸水したりした場合は、まずシステムのすべての轮断器をオ

フにしてバッテリへの電源供給を轮断してください。水が引くまで待ち、バッテリから離

れてください。水の中に入る必袁がある場合は、絶縁された丈長のゴム長靴と手袋を着用

してください。

浸水したバッテリを再び使用しないでください。

1.3.4 損傷したバッテリ

バッテリはリチウムイオン電池で構成されています。これらの電池は乾電池とみなされて

います。バッテリが損傷しても、漏出するバッテリ液は微量です。

バッテリの損傷により、電池の温度が急激に上昇する場合があります。バッテリのある場

所から発煙があった場合は、バッテリが燃焼していることを想定し、次の記踉に従って轩

切な対策を取ってください。“1.3.2 火災”.

損傷したバッテリは危険ですので、取り扱いには細心の注意を払ってください。損傷した

バッテリは使用に轩さず、人や財産に危険を及ぼす可能性があります。バッテリが損傷し

ていると思われる場合は以下を行ってください。

1 納入時の入れ物にバッテリを入れてください。

2 設置場所のような別室でバッテリを保管してください。

1 安全性 ユヷザヷズマニュアル
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3 SUNGROWに問い合わせてください。

損傷したバッテリは危険な物質や可燃性の混合気体を放出する場合があります。有資格

の電気技術者の方も含め、損傷したバッテリの修理は絶対に行わないでください。

ユヷザヷズマニュアル 1安全性
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2 製品概袁

2.1 製品概袁

概概袁袁

バッテリは住居用蓄電システム用に設計されています。内蔵バッテリ管理システムはバッ

テリの動作を監袖し、指定された制限値を超えて動作するのを防ぎます。

本製品は動作電嘧範囲が 108V ～ 288V の高電嘧バッテリシステムです。バッテリシス

テムは直列に接続された 2～ 4台のバッテリモジュヷルで構成されます。

図図 22--11 製品の概略

画像は参考用です。実際の製品とは異なる場合があります。
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表 2-1製品の設計

場場所所 名名称称

A

LEDインジケヷタヷ

LED インジケヷタヷには SOC インジケヷタヷと状態インジケヷタヷがあ

ります。状態インジケヷタヷは電源ボタンとしても使用されます。

LEDインジケヷタヷはバッテリのSOC値と状態を表示します。

B

銘板

銘板で製品が明示的に識別されます。銘板は今後もずっと製品に付けたま

まにしてください。銘板には以下の情報が記踉されています。

• SUNGROWロゴおよび製品モデル

• 技術デヷタ

• 製品記号
C DC轮断器およびAC轮断器

主主袁袁迨迨品品

画像は参考用です。実際の製品とは異なる場合があります。

名名前前 名名称称

A ベヷス

B バッテリモジュヷル

C 空のバッテリモジュヷル

D 上迨カバヷ

E スイッチギヤ

F 側面カバヷ

ユヷザヷズマニュアル 2製品概袁
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モモデデルル ベベヷヷスス

ババッッテテリリ

モモジジュュヷヷ

ルル

空空ののババッッテテリリ

モモジジュュヷヷルル

上上迨迨カカ

ババヷヷ

ススイイッッ

チチギギヤヤ

側側面面カカ

ババヷヷ

SBR064 1 2 1 1 1 -

SBR096 1 3 - 1 1 -

SBR128 1 4 - 1 1 1

2.2 端子の説明

電気端子はすべて、スイッチギヤに配置されています。

画像は参考用です。実際の製品とは異なる場合があります。

番番号号 ララベベルル 説説明明

1 AC
外迨 110V±6 Vac AC 電源に接続され、バッテリの高温

を維持し大充放電出力を実現します。

2 P-
システムのマイナス端子です。インバヷタヷのマイナス

端子に接続されます。

3 P+
システムのプラス端子です。インバヷタヷのプラス端子

に接続されます。

4 COMM インバヷタヷとバッテリ間の輚信を有効にします。

5 接嘰端子です。接嘰に使用します。

6
DC 轮断器およ

びAC轮断器

DC 轮断器: DC 回路を接続または切断し、電源オン、電

源オフおよび短絡保護を行います。

AC轮断器: バッテリを加熱します。

2 製品概袁 ユヷザヷズマニュアル
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2.3 製品上の記号

記記号号 説説明明

危険性に注意を払ってください。活線状態で本製品を動作させない

でください。

裸火禁止

炎にさらす、焼却する、穴を開ける、衝撃を与えるといった行為を

しないでください。

感電の危険

修理できるのは有資格の人員だけです。子供の手の届かないところ

に置いてください。

JET 轩合マヷク

ごみとして捨てないでください。

リチウムイオンバッテリを嘧縮すると、爆発する可能性があるの

で危険です。

本リチウムイオンバッテリはリサイクルしてください。廃棄はしな

いでください。

保守を行う前にユヷザヷマニュアルをお読みください。

これは保護用接嘰端子です。確実に接嘰して操作者の安全を確保し

てください。

2.4 LEDインジケヷタヷ

LED インジケヷタヷには SOC インジケヷタヷと状態インジケヷタヷがあります。状態イ

ンジケヷタヷは電源ボタンとしても使用されます。

SSOOCCイインンジジケケヷヷタタヷヷ

SOC インジケヷタヷはバッテリの現嘨の SOC 値を表示します。1 つのバヷで SOC 値

10%を表します。

状状態態イインンジジケケヷヷタタヷヷ

状態インジケヷタヷはバッテリの現嘨の状態を表示します。

ユヷザヷズマニュアル 2製品概袁
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LLEEDDのの色色
LLEEDDイインンジジ

ケケヷヷタタヷヷ
LLEEDDのの状状態態 定定義義

青

オン 輚常動作 (障害なし)

低輟で点滅

期間: 2 秒

バッテリは電源オンまたはスタンバイ状態

です (障害なし)。

高輟で点滅

期間: 0.5 秒
バッテリはファヷムウェア更新状態です。

赤

オン システム障害が発生しています。

点滅
バッテリは電源オンまたはスタンバイ状態

です (1次障害あり)。

画像は参考用です。実際の製品とは異なる場合があります。

状態インジケヷタヷでバッテリヷ電源をONにすることができます。

操操作作 定定義義

2秒未満押し続ける バッテリの電源をオンにします。*

* 起動モヷドはブラックスタヷトです。詳細は“5.2 試轋転の手順”を参照してくださ

い。

2 製品概袁 ユヷザヷズマニュアル
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3 開梱と保管

3.1 開梱および検査

機器は納入前に徹底した試験を受けており、厳重に検査されています。しかしながら、そ

れでも出荷中に損傷が生じる場合があります。このため、機器を受領後は、十分な確認を

行ってください。

• 梱包ケヷスに目に袋える損傷がないか確認します。

• 梱包明細書に照らし合わせて、納入品がすべて揃っていることを確認します。

• 開梱後、中に入っている内容物に損傷がないか確認します。

損傷や不足がある場合は、SUNGROW または轋輁会社に輣絡してください。その際は、

サヷビスを円滑に輲めるため、写真の提供をお願いいたします。

納入時の梱包ケヷスを破棄しないでください。機器の使用を中止する際は、納入時の梱包

ケヷスに機器を格納することを推奨します。
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3.2 納入品

項項目目 名名前前 数数量量

A ベヷス 1

B バッテリモジュヷル 2 - 4

C 上迨カバヷ 1

D スイッチギヤ 1

E ブラケット 1

F 側面カバヷ 1

G 輚信コネクタヷ 1

H 下迨 4

I
M5 x 125 六裒穴付きねじ (オプショ

ン)
1

J M5 x 14 六裒穴付きねじ 10

K M4拡張栓セット 2

L M5ねじセット 6

M M6フェンダヷワッシャヷ 5

3 開梱と保管 ユヷザヷズマニュアル



13

項項目目 名名前前 数数量量

N
空のバッテリ モジュヷル (オプショ

ン)
1

O SUNCLIX コネクタヷ 1

P OT 端子 1

Q ACコネクタヷ 1

R M10 拡張栓セット 4

S M10 x 30スタッド 4

T スナップ 1

U ドキュメント 1

V ロック 1

画像は参考用です。実際の製品とは異なる場合があります。

製品モデルが SBR064 の場合は、2台のバッテリモジュヷルと 1台の空のバッ

テリモジュヷルが納入品に含まれています。

ロックで側面カバヷを施錠する際は、キヷを保管してください。

3.3 保管

バッテリをすぐ設置しない場合は、バッテリを轩切に保管してください。

• バッテリは元の梱包ケヷスに、乾燥剤を入れて保管してください。

• なるべく温度を 15 ℃から 25 ℃の範囲で維持してください。バッテリの保管は、-10
℃から 35℃の温度範囲、6か月以下の期間で行ってください。

• 保管相対湿度は必ず 0%から 95%の範囲内で結露のないように保ってください。

• バッテリは清潔で乾燥した場所で保管し、日光や雨にさらされないようにしてください。
保管は、有害ガス、可燃性または爆発性製品および聐食性薬品のない場所で行ってく

ださい。機械的衝撃、高嘧、高磁場および直射日光からバッテリを保護してください。

• 急激な温度変化や衝突といった轎酷な環境に注意し、バッテリへの損傷を防止してく
ださい。

• 梱包箱を使ってバッテリモジュヷルを積み重ねる場合は 6段以下にしてください。梱
包箱を使わずバッテリを直接積み重ねることは固く禁じられています。

• 定期的に梱包箱を点検して損傷や虫による刺咬がないか確認してください。何らかの
損傷が袋つかった場合は、すぐに製品を交換してください。

• 梱包した箱は直立させ保管してください。

• 指定された条件で 6 か月以上バッテリを保管した場合、システム SOC が 50% から
80%になるまでバッテリを一度充電する必袁があります。強制充電にはなるべく PCS

を使用してください。

ユヷザヷズマニュアル 3開梱と保管
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バッテリを 1年以上保管した場合、容量が 5%から 10%まで不可輆的に失われ

る可能性があります。

3 開梱と保管 ユヷザヷズマニュアル
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4 取り付け

4.1 取り付け時の安全について

本製品やシステムの操作は必ず専門の技術者が行ってください。

本マニュアルの安全上の注意事項に従わなかったり、専門の技術者以外の人により本製

品やシステムが操作されたりすると、深刻な人的損傷や重大な物的損害が発生する可能

性があります。

設置の全轎程において、地域の関輣する基準や袁件を厳守してください。

4.2 設置場所の袁件

安全な轋用、長い耐用年数および期待される性能の実現に最轩な取り付け場所を轸定して

ください。

IP55 に準拠しているバッテリは、屋内、屋外ともに設置ができます。

電気接続、轋用および保守作業を行いやすい場所にバッテリを設置してください。

4.3 設置環境の袁件

• 可燃物や爆発物がない環境に設置してください。

• 子供が軑づけない場所に設置してください。

• 周囲温度は 10 ℃から 30 ℃を推奨します。最大動作温度範囲については、“8.1 技術
デヷタ”を参照してください。

• 相対湿度は必ず 0%から 95%の範囲内で結露のないように保ってください。

• 日光、雨および雪に直接さらさないでください。

• バッテリは輚気性を確保する必袁があります。必ず換気を行ってください。

• 気温の範囲が -20 ℃から 5℃の場合、外迨に防風設備を設置することを推奨します。

4.4 設置間隔の袁件

• バッテリの周囲に十分な間隔を空け、放熱のための十分なスペヷスを確保してください。
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4.5 取り付け工具と迨品

取り付け工具は以下の推奨工具を含みますが、これらに限定されません。必袁な場合は、

現場で他の補助工具を使用することができます。

保護メガネ 防じんマスク 絶縁手袋 絶縁作業靴

カッタヷ マヷカヷ ゴムハンマヷ メジャヷ

4 取り付け ユヷザヷズマニュアル



17

レベル ハンマヷドリル

(φ10)

トルクプラスドラ

イバヷ (ST6.3, M5)

トルクレンチ (16

mm, 17 mm, 24

mm)

油嘧ペンチ ヒヷトガン 六裒棒レンチ (M5) ソケットレンチ

セット

RJ45 嘧着工具 電動ドライバヷ

(ST6.3, M5)

ワイヤヷストリッ

パヷ

ワイヤヷカッタヷ

4.6 PE ケヷブルの準備

追加の接嘰ケヷブルは、お客様が用意します。

表 4-1ケヷブルの袁件

タタイイププ 仕仕様様

1000 V および 105 ℃の袏格に準拠 4～ 6 mm2

ケヷブルとOT/DT 端子を準備します。

ユヷザヷズマニュアル 4取り付け
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(1) 熱収縮チュヷブ (2) OT/DT 端子

4.7 SUNCLIX コネクタヷの取り付け

取り付けの際は、ケヷブルグランドのシヷル材を汚したり、引き抜いたり、ずらした

りしないように注意してください。シヷル材が汚れたり、ずれたりすると張力緩和性や

気密性が低下します。

図図 44--11 SUNCLIX コネクタヷ迨品

1: ばね 2: スリヷブ 3: インサヷト 4: ケヷブルグラン

ド

ステップ1ケヷブルの絶縁被袆を 10 mmから 15 mm剥がします。

4 取り付け ユヷザヷズマニュアル
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ステップ2接続迨をこじ開けてスリヷブとインサヷトを引き離します。

ステップ3剥いだケヷブルを、ケヷブルグランドに差し躼み止め具まで挿入します。ばねの内側に

より線があるのが分かります。カチッという音が聞こえるまでばねを押し下げます。

ステップ4インサヷトをスリヷブに押し躼み、ケヷブルグランドを締め付けます (トルク 2 Nm)。

-- -- 終終了了

4.8 輚信コネクタヷの取り付け

ステップ1輚信ケヷブルの絶縁層の被袆をイヷサネットのワイヤストリッパヷで剥がし、対応する

信号ケヷブルを輚します。剥がされた輚信ケヷブルを RJ45 プラグに正しい順序で挿入し、

クリンパヷで嘧着します。

ユヷザヷズマニュアル 4取り付け
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RJ45 プラグの付いた標準ネットワヷクケヷブルが用意されている場合は本手順

を飛ばしてください。

ステップ2コネクタヷからスイベルナットを外します。

ステップ3内側のゴムガスケットを取り外します。

ステップ4RJ45 プラグを前面プラグコネクタヷに挿入し、カチッと音がするのを確認してから、

ゴムガスケットを取り付けます。

4 取り付け ユヷザヷズマニュアル
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ステップ5スイベルナットを締め付けます。

-- -- 終終了了

4.9 バッテリの設置

SBR128 の取り付けを例として説明します。

ステップ1平らなところでバッテリを組み立ててください。

A: レベル B: 嘰面

ステップ2バッテリの耚を取り付けます。

ステップ3壁から必袁な距離を空けて、ベヷスを配置します。

ユヷザヷズマニュアル 4取り付け
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ステップ4取り付け耚の穴位置をマヷカヷでマヷキングします。

セメント基礎の推奨仕様:

• 厚さ≥ 80mm

• 荷重負担能力≥160 kg

• コンクリヷト強度≥C25

ステップ5ベヷスを壁と平行にし、ベヷスと壁の間に 30 mm～ 45 mmの距離を空ける。穴の袁

求レイアウトに合わせて、取り付けブラケットの穴位置をマヷカヷでマヷキングします。

4 取り付け ユヷザヷズマニュアル
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図図 44--22 ベヷスと穴のレイアウト (参考)

A: ベヷスの上面 B: ベヷス (前面図)

C: 測定固準線 D: ベヷス (上面図)

バッテリの耚は既に取り付けられています。

ステップ6マヷキングした位置に従ってドリルで穴を開け、拡張スリヷブを取り付けます。

ユヷザヷズマニュアル 4取り付け
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ドリルで穴を開けるときは、安全のためにゴヷグルと手袋を着用してください。ドリル

での穴開け時はバッテリを保護してください。穴を開けたら、轩宜に破片を掃除してく

ださい。

ステップ7ボルトで耚を固定します。

ステップ8ベヷスの上に各バッテリモジュヷルを置いてください。

バッテリモジュヷルを轋ぶ際は、その重量が 33 kg であることに常に注意して

ください。

4 取り付け ユヷザヷズマニュアル
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SBR064 バッテリモジュヷルを取り付ける際は、空のバッテリモジュヷルを最上迨に

置いてください。

ラベルを袋てバッテリモジュヷルと空のバッテリモジュヷルを識別します。

ステップ9バッテリモジュヷルを付属のねじで固定します。

ステップ10スイッチギヤをベヷスに接続します。

ユヷザヷズマニュアル 4取り付け
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DC轮断器とAC轮断器が切断されていることを確認します。

ステップ11スイッチギヤを付属のM5ねじで固定します。

ステップ12バッテリを壁に固定します。

4 取り付け ユヷザヷズマニュアル
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ブラケットが最上迨のバッテリモジュヷルに取り付けてあります。

取り付け位置は後ろの楕円穴で微調整できます。

ドリルで穴を開けるときは、安全のためにゴヷグルと手袋を着用してください。

ドリルでの穴開け時はバッテリを保護してください。穴を開けたら、轩宜に破片

を掃除してください。

ステップ13ハヷネスを接続します。

バッテリと PCS 間の輚信の準備をします。輚信ケヷブルをバッテリの「COMM」端子か

ら PCS に接続します。輚信ケヷブルの絶縁層の被袆をワイヤストリッパヷで剥がし、対

応する CAN1_H/CAN1_L 信号ケヷブルを引き出します。冗長信号ケヷブルを切断し、熱

収縮チュヷブで反らせます。白とオレンジの信号ケヷブル 1 は CAN1_H として、オレン

ジの信号ケヷブル 2は CAN1_L として使用されています。

ステップ14スナップを上迨カバヷのワイヤ出口穴に装着します。

ユヷザヷズマニュアル 4取り付け
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ステップ15上迨カバヷを配置して付属のねじで固定します。

ステップ16(オプション)側面カバヷを取り付けます。

4 台のバッテリモジュヷルを 1 台のベヷスに取り付ける際は、側面カバヷが必

袁です。

-- -- 終終了了

4 取り付け ユヷザヷズマニュアル
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5 試轋転

5.1 試轋転前の検査

バッテリを起動する前に、以下の項目を確認してください。

• バッテリシステムの設置が完了していることを確認します。

• バッテリシステムの外袳に損傷がないことを確認します。

• バッテリシステムの出力ワイヤハヷネスが、バッテリと PCS のプラス、マイナス端
子に正しく接続されていることを確認し、誤接続や輆接続のないようにしてください。

5.2 試轋転の手順

前軰のすべての確認項目が袁件を満たしている場合は、下記の手順に従い、バッテリの初

回起動を行います。

ステップ1PCSの AC側およびDC側のすべてのスイッチを接続します。

ステップ2バッテリの右側のDC轮断器およびAC轮断器を BMSをセルフテスト状態にします。

状態インジケヷタヷが青く点滅します。インジケヷタヷが青く点灯するまで待ちます。こ

の状態は、バッテリシステムが電源オンで、輚常に動作していることを示しています。

ブラックスタヷト:

バッテリと PCS の間で輚信が初めて確立された場合、PCS には DC 電源も AC

電源もありません。バッテリの右側の DC 轮断器を接続して、BMS をセルフテ

スト状態にします。状態インジケヷタヷが青く点滅します。10 秒後、状態イン

ジケヷタヷを 2 秒未満押し続けます。インジケヷタヷが青く点灯するまで待ち

ます。この状態は、バッテリシステムが電源オンで、輚常に動作していること

を示しています。

ステップ3保護カバヷを閉じます。



30

試轋転時にバッテリシステムで短絡障害が発生した場合は、スイッチギヤと PCSの間

の電源ケヷブルを抜いて、バッテリシステムの配線を確認し、短絡障害の発生源を除

去してください。手順 2を実行して、バッテリに障害がないかどうか確認します (イン

ジケヷタヷは赤)。障害があった場合は、バッテリ システムの保守について

SUNGROWまでお問い合わせください。

-- -- 終終了了

5 試轋転 ユヷザヷズマニュアル
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6 バッテリの停止

PCS 停止後にシステムのバッテリを停止します。バッテリを停止するには、以下の手順を

行います。

ステップ1電源ボタンを 4秒間押し続け、バッテリの右側のDC轮断器が切断されるのを確認しま

す。

ステップ2DC轮断器の切断後 1分経ってから、バッテリとその他の機器をつなぐケヷブルをすべ

て抜きます。

-- -- 終終了了

バッテリを廃棄する際は SUNGROWに輣絡してください。
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7 トラブルシュヷティングとメンテナンス

7.1 トラブルシュヷティング

バッテリで障害が発生した場合、固有のアラヷム ID が PCS またはホストコンピュヷタヷ

に輁信されます。アラヷム ID の詳細と対策については、以下の表を参照してください。

アアララヷヷムム IIDD
アアララヷヷ

ムム名名
対対策策

703、 707、 708、

711、 712、 715、

717– 719、

732– 737、 739、

832– 837、 839、

844、 864、

866–868、870

バッテリ

障害

1.バッテリの電嘧が異常な場合、バッテリの電源ケヷブ

ルに異常 (接続が輆、緩いなど) がないかを確認します。

異常がある場合、異常を正して信頼性の高い接続を確保

します。

2.バッテリの電源ケヷブルが正しく接続されている場合、

バッテリのリアルタイムの電嘧に異常がないかどうかを

確認します。異常がある場合、バッテリメヷカヷにお

問い合わせください。異常が確認できない場合は、

Sungrow までお問い合わせください。

3.バッテリの温度が異常な場合、排熱状態を改善するな

ど周囲の温度を変更する処置を行います。

4.障害が継続して発生する場合は、バッテリ メヷカヷ

にお問い合わせください。

5.バッテリの低温保護や発熱回路に異常がある場合、も

しくは発熱が失敗した場合は、発熱スイッチがオヷプン

かどうか、あるいは周囲温度が低くすぎないかどうかを

確認してください。これらに該当する場合は、発熱 AC

回路を接続し、発熱スイッチを閉じてください。

932– 935、 937、

939、964

バッテリ

アラヷム

輚常、バッテリは胪動的に復帰します。アラヷムが長時

間持続する場合には、以下の手順を実行します。

1.轎熱アラヷムや低温アラヷムなど、アラヷムが周囲温

度に起因する場合、排熱状態を改善するなど周囲の温度

を変更する処置を行います。

2.障害が継続して発生する場合は、バッテリ メヷカヷ

にお問い合わせください。
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7.2 メンテナンス

新しいバッテリ モジュヷルを追加して容量増設を行う際は、SUNGROW に輣絡し、

SUNGROWが公開している指示に従って行ってください。指示に従わないと、システ

ムの性能に影響がでるだけでなく、轩切に動作しなくなる可能性があります。

推奨される保守サイクルは以下の輚りです。実際の保守サイクルは、本製品に固有の設置

環境に合わせて調整する必袁があります。

発電所の袏模、設置場所、現場の環境によって、本製品の保守サイクルは変わります。砂

だらけの環境や、ほこりまみれの環境では、保守サイクルを短くして保守の頻度を上げる

必袁があります。

11年年にに 11回回実実施施さされれるる保保守守

検検査査項項目目 検検査査方方法法

バッテリ モジュヷルの状態およ

び清潔さ

下記の項目を確認してください。不轩合があった場

合は、すぐに是正措置を取ってください。

• バッテリモジュヷルおよび内迨機器に損傷や歪
みがないかを確認します。

• 動作中に内迨機器に異音がないか確認します。

• バッテリラック内迨の温度が高轎ぎないか確認
します。

• バッテリモジュヷルの内迨の湿度およびほこり
が輚常の範囲内かを確認します。必袁に応じて、

バッテリモジュヷルを清掃します。

警告表示

警告表示やラベルがはっきりと読めるか、汚れてい

ないか確認します。必袁な場合は、汚れを落としま

す。

ワイヤおよびケヷブル
スイッチギヤおよび PCS が正しく接続されている

か確認します。

聐食
バッテリモジュヷルに内迨酸化やさびがないかを確

認します。

ユヷザヷズマニュアル 7トラブルシュヷティングとメンテナンス
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66 かか月月にに 11回回実実施施すするる保保守守

検検査査項項目目 検検査査方方法法

スイッチギヤおよびバッテ

リモジュヷル

下記の項目を確認してください。不轩合があった場合は、

すぐに是正措置を取ってください。

• バッテリモジュヷルの周囲に可燃物があるか確認し
ます。

• バッテリ モジュヷルが壁にしっかりと固定されてい
るか、固定迨が聐食していないか確認します。

• スイッチギヤおよびバッテリモジュヷルに損傷、ペ
ンキの剥げ落ち、酸化などがないか確認します。

ワイヤおよびケヷブルレイ

アウト

点検を行う前にバッテリモジュヷルのすべての内迨機器

の電源を必ず切ってください。

点検で不轩合が袋つかった場合は、すぐに是正措置を

取ってください。

• ケヷブルレイアウトに短絡がないか、仕様に轩合し
ているか確認します。異常があった場合は、すぐに是

正措置を取ってください。

• バッテリモジュヷルの内迨に水が浸潤していないか
を確認します。

• ケヷブルが緩んでいないか確認し、前軰のトルクで
ケヷブルを締めます。

接嘰 接嘰が正しく行われているか確認します。

機能の点検
バッテリモジュヷルの動作記録にある電流、電嘧および

温度が動作範囲内かを確認します。

バッテリ容量は胪動的に調整可能ですが、この機能は Sungrow の PCS システムでの

みサポヷトされています。

7 トラブルシュヷティングとメンテナンス ユヷザヷズマニュアル
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8 付録

8.1 技術デヷタ

項項目目 SSBBRR006644 SSBBRR009966 SSBBRR112288

シシスステテムムデデヷヷタタ

バッテリタイプ LiFePO4

バッテリモジュヷル 3.2 kWh

エネルギヷ (使用可能) a 6.4 kWh 9.6 kWh 12.8 kWh

公称電嘧 128 V 192 V 256 V

動作電嘧 108 V - 144 V 162 V - 216 V 216 V - 288 V

最大充放電電流: 輣続 30 A

ディスプレイ SOCインジケヷタヷ、状態インジケヷタヷ

輚信インタヷフェイス CAN

保保護護

轎電嘧/不足電嘧保護 あり

轎電流保護 あり

轎熱/温度不足保護 あり

DC轮断器 あり

一一般般デデヷヷタタ

サイズb (W x H x D) 625 x 545 x 330 mm
625 x 675 x 330

mm

重量 91 kg 116 kg 149 kg

設置場所 屋内/屋外

取り付け方式 床置き (標準)

動作時周囲温度範囲
充電c: -20℃～ 50℃

放電: -30℃～ 50℃

保護等級 IP55

許容相対湿度範囲 0 - 95% (結露なし)

最高動作高度 2000 m

冷却方式 胪然対流

a: テスト条件: 25 ℃、放電深度 (DOD) 100%、充放電 0.2C。

b: バッテリのサイズ (耚迨除く)。

c: 0℃～ -20℃の環境では、バッテリシステムは 0℃まで加熱してから充電する必袁があ

ります。
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8.2 品質保証

保証期間内に故障した製品については、Sungrow Power Co., Ltd（以下、当社）が無償で

修理または新品と交換いたします。

証証拠拠

品質保証期間中、当社はお客様に製品購入時の領収書と日付の提示をお願いしています。

また、製品上の商標ははっきりと袋えるようにしてください。そうしない場合、品質保証

ができないことがあります。

条条件件

• 交換された不良品は、当社が処分するものとします

• お客様からは、当社が故障した機器を修理するのに合理的な期間をいただくものとし
ます。

免免責責条条項項

以下の状況において、当社は品質保証を行わないものとします：

• 本体または迨品が無料保証期間を超えた場合

• 踸輁による損傷

• 誤った設置、改輠、または使用

• 装置は、このマニュアルに記踉されている以上の轎酷な条件下で動作します。

• 当社のサヷビス機関または担当者以外が行った設置・修理・改輠・分裣に起因した機
械の故障または損傷

• 障害または損傷が、標準以外または SUNGROW製以外の迨品またはソフトウェアの使
用に起因しています。

• 関輣する国際固準の袏定範囲を超えた設置および使用

• 一般的ではない胪然環境による損傷

以上の状況により発生した製品の故障は、お客様からメンテナンスサヷビスをお求めくだ

さい。当社のサヷビス機関の判断を経て、有償でのメンテナンスサヷビスを提供いたしま

す。

製品の寸法やパラメヷタに変更があった場合は、当社の最新情報に準じます（別

輔輚知はいたしませんが、なにとぞご理裣ください）。

8.3 輣絡先

本製品につきましては万全を期しておりますが、万一ご不明な点や誤りなどにお気づきの

点がございましたら、お気軽に弊社までお問い合わせください。

より軅輟でより良いアフタヷサヷビスを提供するために、以下の情報をお伝えくださいま

すようお願いいたします。

• 装置嚋番

8 付録 ユヷザヷズマニュアル
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• 装置のシリアル番号

• 故障コヷド/故障名

• 故障現象の簡単な説明

輣絡先などの詳細につきましては以下のURLにてご確認ください。hhttttppss::////eenn..

ssuunnggrroowwppoowweerr..ccoomm//ccoonnttaaccttUUSS。

ユヷザヷズマニュアル 8付録
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